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サ
ト
ヤ
マ
超
会
議 

 

広
島
県
の
中
山
間
地
を
百
年

先
へ
つ
な
ぐ
人
達
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
チ
ー
ム
５
０
０
」
の
会
議

で
、
本
宮
理
事
長
ら
三
人
が
活

動
事
例
を
紹
介
し
た
後
、
参
加

し
た
約
三
十
人
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
意
見
交
換
し
た
。
本 

               

県
内
の
河
川
の
中
流
か
ら
上

流
域
に
か
け
て
生
息
す
る
留
鳥

で
、
三
段
峡
周
辺
で
は
柴
木
ダ

ム
か
ら
長
淵
に
か
け
て
と
水

梨
、
聖
湖
な
ど
で
見
ら
れ
る
。 

 

ハ
ト
よ
り
は
少
し
大
き 

く
、
体
色
は
お
洒
落
な
白 

黒
の
ま
だ
ら
模
様
。
大
き
な
く

ち
ば
し
と
頭
の
冠
羽
と
い
う
長

い
羽
が
特
徴
だ
。
魚
を
捕
る
の

が
得
意
で
、
英
名
はC

re
ste

d
 

K
in

g
fish

e
r

と
言
い
、「
漁
師
の 

   

宮
理
事
長
は
「
地
域
の
賑
わ
い

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゼ
ロ

か
ら
始
め
る
地
域
資
源
の
ツ
ア

ー
づ
く
り
を
報
告
。
参
加
者
か

ら
は
企
業
と
の
連
携
の
コ
ツ
や

資
金
集
め
の
質
問
が
あ
っ
た
。 

緑
地
保
全
情
報
交
流
会 

 

テ
ー
マ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も

で
き
る
保
全
活
動
」、
山
形
か
ら

沖
縄
ま
で
の
八
団
体
が
事
例
を

発
表
し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
本
宮
事
務
局
長
は
、
中
学

生
が
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
、
体
験
す
る
さ
ん
け
ん
自
然

塾
の
活
動
を
中
心
に
報
告
し
、

子
供
達
と
一
緒
に
実
施
し
て
い

る
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
生
き
物

調
査
事
業
も
紹
介
し
た
。 

生
物
多
様
性
保
全
講
演
会 

 

基
調
講
演
で
中
越
信
和
広
島

大
学
名
誉
教
授
は
、
二
〇
一
三 

 

王
様
」
の
名
に
相
応
し
い
。 

 

飛
び
な
が
ら
「
キ
ャ
ラ
キ
ャ

ラ
」
と
鳴
き
、
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
三
～
七
㌔
の
縄
張
り
を
つ

が
い
で
持
っ
て
い
る
。
川
に
突 

  

き
出
し
た
枝
や
電
線
、
岩
な
ど

に
止
ま
っ
て
見
張
り
、
魚
が
や

っ
て
来
る
と
素
早
く
飛
び
込
ん

で
捕
ら
え
る
。
く
わ
え
た
魚
を

枝
や
岩
な
ど
へ
叩
き
つ
け
て
弱 

年
に
始
ま
っ
た
「
生
物
多
様
性

保
全
広
島
戦
略
」
を
紹
介
。
動
植

物
の
現
状
や
絶
滅
危
惧
の
要
因

を
解
説
し
、
地
元
の
団
体
が
担

え
る
保
全
活
動
の
可
能
性
を
強

調
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
本
宮
事
務
局
長
は
、

子
供
達
が
参
加
す
る
ク
マ
タ
カ

や
チ
ョ
ウ
類
の
調
査
活
動
を
報

告
し
た
。
三
段
峡
で
の
学
び
が

毎
年
に
は
な
っ
て
い
な
い
点
を

挙
げ
て
、
行
政
と
の
持
続
的
な

連
携
の
必
要
性
を
述
べ
た
。 

     

三
段
峡
の
動
植
物
を
記
録
す

る
「
原
色
広
島
三
段
峡
図
鑑
」
が

二
月
二
十
八
日
、
約
六
十
種
を

掲
載
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
公

開
し
た
。
入
力
は
広
大
さ
ん
け

ん
部
の
メ
ン
バ
ー
と
本
宮
宏
美

事
務
局
長
が
担
当
し
た
。
近
く 

 

ら
せ
、
頭
か
ら
飲
み
込
む
。 

 

巣
は
赤
土
な
ど
の
柔
ら
か

い
土
で
出
来
て
い
る
崖
に
穴

を
掘
っ
て
造
る
。
し
か
し
、
適

し
た
崖
が
不
足
し
て
い
て
、
二  

 

 

〇
二
一
年
に
安
芸
太
田
町
内

で
確
認
で
き
た
の
は
一
カ
所

だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
巣
穴
も
掘

っ
た
後
、
崖
の
採
土
が
始
ま

り
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
放
棄
し 

 

    

さ
ん
け
ん
の
ツ
ア
ー
を
販
売

す
る
「
ド
ロ
ッ
プ
ス
」
が
二
月
、

深
入
山
と
八
幡
高
原
千
町
原
、

恐
羅
漢
山
で
、
幅
広
で
短
い
ス

キ
ー
板
の
「
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
」

を
使
っ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
。 

青
森
県
の
企
業
が
開
発
し
た

同
製
品
は
裏
面
に
特
殊
な
加
工

が
施
さ
れ
、
ス
キ
ー
の
よ
う
に 

    

結
成
予
定
の
三
段
峡
の
植
物
愛

好
家
に
よ
る
「
さ
ん
け
ん
植
物

部
」
も
加
わ
り
、
樹
木
な
ど
も

掲
載
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
、

蓄
積
し
て
い
く
。
閲
覧
は
さ
ん

け
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
私
た

ち
の
取
り
組
み
」
か
ら
。 

 

て
し
ま
っ
た
。 

か
つ
て
は
川
沿
い
の
電
線
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
止
ま
っ

て
い
る
姿
を
見
ら
れ
た
が
、
近

年
で
は
希
に
な
り
「
幻
の
鳥
」 

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
広 

島
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
で
は
準
絶
滅
危
惧
に
指

定
さ
れ
て
い
た
が
、
二
二
年
三

月
公
表
の
見
直
し
で
は
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
に
格
上
げ
さ
れ
、
状
況

は
悪
化
し
た
。 

（
上
野
吉
雄
） 

          
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

滑
れ
て
、
緩
や
か
な
上
り
坂
な

ら
歩
け
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
担
当
し
た
小
林
久
哉
副
理

事
長
は
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
や
カ

ン
ジ
キ
に
比
べ
移
動
が
楽
。
自

然
観
察
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

さ
ん
け
ん
ら
し
い
ツ
ア
ー
が
企

画
で
き
る
」
と
期
待
す
る
。 

    

昨
年
、
中
国
新
聞
に
連
載
さ

れ
た
「
太
田
川
恵
み
と
営
み
」
を

担
当
し
た
安
部
慶
彦
記
者
が
二

月
十
五
日
、
転
勤
挨
拶
で
来
所
。

掲
載
紙
面
や
写
真
、
動
画
の
使

用
許
可
な
ど
の
手
続
き
で
協
力

を
得
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
展
示
す
る
予
定
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

記
録
に
も
影
響
が
あ
る
。
あ
の

場
所
に
ち
ゃ
ん
と
咲
い
て
い
る

の
か
と
、
案
じ
な
が
ら
春
を
迎

え
る
。
く
し
く
も
「
原
色
広
島

三
段
峡
図
鑑
」
が
公
開
さ
れ
た
。 

    

 就職「後方支援で協力」  
武輪 千咲さん 

   

広島大学統合生命科学研究

科博士課程前期の 2 年生。2019

年、同大学の「地域の元気応援

プロジェクト」に参加。外国人 

向けの三段峡パンフレットを作成して以来、探

勝路の清掃やさんけん自然塾のスタッフとし

て活躍した。「私の将来を考える場になった」。 

アウトドア用品のモンベルへ就職が決まり、

4 月には広島を離れるが、「広大さんけん部の後

方支援で協力したい」と思いを語る。自らがそ

うだったように、学びと体験を通し、三段峡が

軸になって人の輪が広がり、自然との関わりや

歴史を大事にする社会になればと願う。 （宏） 

この人 
人 

▼
観
察
記
録 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

春
の
山
野
草
の
季
節
が
や
っ

て
来
た
。
例
年
な
ら
三
月
、
残

雪
を
分
け
入
っ
て
入
峡
す
る
愛 

  

一口メモ 

好
家
の
姿
が
見
ら
れ
る
が
、
昨

年
の
崖
崩
落
に
よ
り
、
不
通
区

間
が
長
く
、
今
年
は
出
会
え
な

い
花
が
あ
り
そ
う
だ
。 

 

観
光
面
だ
け
で
な
く
、
観
察 

     

ヤマセミ 

お洒落な漁師の王様 
 

鳥 三段峡の たち 

➃ 

 

巣
穴
の
適
地
減
少 

幻
の
鳥
に
な
る
恐
れ 

オンラインで開かれた 2 月 15 日のサトヤマ超会議（主催・ひろ

しま里山チーム 500）へ本宮炎事務局長が、19 日の緑地保全団体

の情報交流会（主催・高尾の森自然学校）と 23 日の生物多様性保

全講演会・パネルディスカッション（主催・広島県）へ本宮宏美事

務局長がそれぞれ出演し、さんけんの活動事例や課題を報告した。 

 

 

 

 

活
動
事
例
や
課
題
を
報
告 

「
原
色
広
島
三
段
峡
図
鑑
」公
開 

動
植
物
の
記
録
を
随
時
追
加 

内
容
充
実 

安
部
記
者
が
転
勤
挨
拶 

紙
面
な
ど
使
用
手
続
き 

 

理事長・事務局長がオンラインで出演 

サトヤマ超会議 緑地保全交流会 生物多様性保全講演会 
 

生物多様性保全講演会のパネルディスカッ

ションで報告する本宮事務局長（下段右） 

４月１６日（土）13時～15時/三段峡交流館（正面口） 

景観の国宝三段峡、 
みんなで守る特別保護地区シンポジウム 

１部 国定公園特別保護地区について（環境省） 
２部 三段峡植物について（広大さんけん部） 

定員 50人/申込みＱＲコード/問合せ℡090.6078.0835 
主催：さんけん 後援：広島県教委、安芸太田町、三段峡観光同業組合 

移
動
が
楽
、
自
然
観
察
企
画
に
期
待 

「ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
」で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー 
 


